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A Method for Activating Internship: 






In order to consider what structure of learning system could be beneficial to the students of Fukuyama 
University, we analyzed the present situation regarding the positioning of regional studies as a liberal 
arts subject. Regional studies are an important component of a university education as it facilitates 
students becoming active members of society in the area where they live. One aspect of regional 
studies, regional science, is a necessary subject to execute this mission. In the course of gaining a 
bachelor’s degree, it is important to prevent division between liberal arts education and professional 
education. Regional science in the form of collaborative education with the community can play an 
important role in joining the two areas. In this paper, we propose the creation of an educational system 
to acquire liberal arts necessary as a citizen by constructing a mechanism to establish unique 
















































 近年、LMS を活用した学習支援の試みは、教室内外を問わず数多く存在している。LMS を用いた
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 本取り組みは、福山大学で利用している LMS（manaba course 4）に標準装備されている「掲示板」
機能を利用し、実習期間中毎日 21 時までに、次の４つのテーマ（今日の振り返り、明日への意気込
み、みんなと共有したいこと、今日のひとこと）について公開投稿するというシンプルなものである。
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「掲示板」を用いて内容を他者に公開する日報という取り組みから、本学では「シェア日報」と名付
けて運用している。毎日の投稿を手間に感じ、シェア日報の投稿が不定期になってしまう学生を減ら





















 H28 年度 H29 年度 合 計 
対象学生数 
（インターンシップ参加者数） 
113 名 103 名 216 名 
学 年 
4 年生 2 名 1 名 3 名 
3 年生 70 名 60 名 130 名 
2 年生 35 名 25 名 60 名 
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4-3. 掲示板の機能 




























64 大学教育論叢 第 4 号 
表３：４種類の投稿テーマと目的 





















 平成 28 年度および 29 年度のインターンシップ期間中のシェア日報の実績が表４の通りである。２
年間で計 951 件の投稿（学生：555 件、教職員：406 件）がおこなわれた。学生の投稿総数 555 件の




表４：平成 28、29 年度「シェア日報」の投稿実績 
 平成 28 年度 平成 29 年度 
実施期間 
50 日間 
（平成 28 年 8 月 9 日〜9 月 27 日） 
44 日間 
（平成 29 年 8 月 9 日〜9 月 21 日） 
投稿総数 
522 件 
（学生：304 件、教職員：218 件） 
429 件 
（学生：251 件、教職員：188 件） 
日報数 186 件 164 件 
 
5-1. 投稿内容のまとめ 













（28 年度：12 件、29 年度：24 件） 
91 件 
（28 年度：66 件、29 年度：25 件） 




















 平成 28 年度 平成 29 年度 合 計 
課題数 34 件 16 件 50 件 
 
 計 50 件の抽出された課題を、投稿者である学生本人に起因すると思われる課題と学生の受け入れ
先企業側に原因があると思われる課題の２種類に分類すると、前者 49 件（98％）、後者 1 件（2％）
に整理することができた。更に、学生に起因する課題を「精神面における課題」「能力・体力面におけ
る課題」「態度面における課題」の３種類に分類すると、能力・体力面における課題が 29 件（58％）

















 続いて、インターンシップ実習後におこなったシェア日報に関する 2 年分（平成 28 年度、29 年度）
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のアンケートの有効回答数 180 名（未提出・不備あり 20 名）をもとに、シェア日報への取り組み状
況に応じて A、B、C の３グループに分類（表７）し、投稿・閲覧による効果を考察した。 
  
表７：取り組み状況により分類された３グループ 
 平成 28 年度 平成 29 年度 合計 
A. 掲示板への投稿・閲覧の両方を実施した 32 名 25 名 57 名 
B. 掲示板の閲覧のみを実施した 37 名 31 名 68 名 
C. どちらも実施しなかった 32 名 23 名 55 名 
合  計 101 名 79 名 180 名 
 






表８：学生グループ A のみを対象とした質問と回答 
Q. シェア日報の投稿は、役に立ちましたか？ 
A. 役に立った ………… 56 名（98.2%） 
  役に立たなかった … 1 名（0.18%） 
Q. 役に立った理由として該当するものは？（上位 3 位） 
1 位. 実習内容を整理できた……………………… 34 名（59.6％） 
2 位. 返信がモチベーション維持につながった… 25 名（43.9％） 
3 位. 返信コメントが勉強になった……………… 20 名（35.1％） 
3 位. 翌日やるべきことが明確になった………… 20 名（35.1%） 
対象：学生グループ A（57 名）のみ 
 
 次に、閲覧に関する効果を考察する。期間中にシェア日報を閲覧した学生グループ A、B に対し「Q.





表９：学生グループ A、B を対象とした質問と回答 
Q. シェア日報の閲覧は、役に立ちましたか？ 
A. 役に立った ………… 120 名（96.0%） 
  役に立たなかった … 5 名（4.0%） 
Q. 役に立った理由として該当するものは？（上位 3 位） 
1 位. 自分も頑張ろうという意欲につながった… 62 名（49.6％） 
2 位. 他者の実習内容との違いを知れた………… 53 名（42.4％） 
3 位. 自分にはない視点や考えを得られた……… 47 名（37.6％） 
対象：学生グループ A（57 名）、B（68 名）、合計 125 名 
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 更に、シェア日報を閲覧することの効果を詳しく検証するため、上記質問への回答を学生グループ
A と B で比較したところ、役に立った理由の回答結果に大きな違いが見られた（表 10）。学生グルー
プ A では、最も多い回答が「他者の実習内容との比較から違いを知れた（31 名、54.4％）」であった








表 10：学生グループ A、B の回答比較 
 Q. シェア日報の閲覧が役に立った理由として該当するものは？（上位３位） 






















より、投稿が役に立ったと回答した学生数が全投稿者 57 名中 56 名（98.2％）、閲覧が役立ったと回
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